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1 はじめに

現在，推薦システムはAmazonなどの ECサイトで導

入されているが，推薦内容に推薦理由を含むシステム

を導入したサービス事例はほとんどない．しかし，情

報推薦において推薦理由を提示することは，推薦への

信頼度向上の為に有用である [1]．

本研究では，情報推薦を行う際に各個人にパーソナ

ライズされた推薦理由を提示する推薦システムを提案

する．

2 関連研究

折原ら [2]らは，情報推薦の際に推薦理由を提示する

ことはユーザがアイテムを選択する際に自己決定感を

与える要因となり，満足度が向上すると仮定した上で

実験を行っている．この実験では被験者に対してニュー

ス記事を推薦する際に，記事中で被験者の興味度が高

い単語を推薦理由として提示し，アンケート調査を行っ

ている．

実験結果からの考察として，的確な推薦理由ではな

いにも関わらず，推薦理由を提示した推薦システムの

方がユーザ満足度が向上する傾向が見られた．また，よ

り的確な推薦理由の生成がユーザ満足度の向上に繋が

るのではないかと考え，これを今後の課題としている．

図 1: 関連研究における問題点
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図 2: 提案手法の概要図

3 問題点

関連研究では，推薦アイテム内のユーザが興味を持

つと考えられるキーワードを推薦理由として提示して

いたが，推薦理由として的確ではないという実験結果

が出ている．その理由としては，キーワードだけでは

記事の特徴を表現しきれなかったという事が考えられ

る．これにより，推薦システムへの信頼度向上が阻害

され，結果としてユーザ満足度の向上の妨げとなると

いう問題点がある．このような問題は，特に映画や本，

嗜好品などユーザが利用してみないとその特徴や良し

悪しの判断が容易につけられないアイテムにおいて顕

著に現れると考えられる (図 1)．

4 提案手法

本研究では，内容に即した推薦理由の提示を行う事

で問題点を解決する事を目的とし，Web上のレビュー

からユーザが興味を持つキーワードを含むレビューを

抽出し推薦理由として提示する手法を提案する．

4.1 概要

本研究では，スペックによってアイテムを評価する

ことが困難である，また，レビューが豊富であるという

点を考慮し，推薦アイテムとして映画を選択した．映画

データとしては，movielens∗(ユーザ数:13800，アイテ

ム数:27000，タグ数:465000)のタグデータセットを利用

∗http://grouplens.org/datasets/movielens/
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図 3: 推薦理由生成機構の概要図

し，映画レビューとしては「みんなのシネマレビュー ∗」

(アイテム数:23000，レビュー件数:460000)を利用した．

提案手法の概要図を図 2に示す．

4.2 推薦アイテムの選択

提案手法では，事前にユーザに映画を評価させる事

で映画に付与されているタグからユーザプロファイル

を作成し，内容ベースフィルタリングによって推薦ア

イテムを選択する．

4.3 推薦理由生成機構

推薦理由生成機構の概要を図 3に示す．推薦理由の

生成には，推薦アイテムのタグの重要度を用いる．推

薦アイテムのタグの重み tnと，ユーザプロファイル中

のそのタグに対する重み unより，映画に付与された各

タグの重要度 Tn を式 (1)より算出した．

Tn = tn × un (1)

レビュー文には t f・id f によって特徴付けを行う．ユー

ザに対してアイテムを推薦する際に，アイテムのタグ

の重要度ベクトルと類似する肯定レビュー文を推薦理

由として提示する事で内容に即した推薦理由の生成を

試みる．肯定文の抽出には小林らの日本語評価極性辞書

(用言編)[3]と東山らの日本語評価極性辞書 (名詞編)[4]

を用いる．推薦理由生成の流れを以下に示す．

1. 推薦アイテムに付与されているタグの類語をシ

ソーラス辞書によって取得する．

2. Web上の推薦アイテムに対するレビューを検索

する．

3. 推薦アイテムに対するレビュー内にタグ及びその

類語を含むレビューを取得する．

∗http://www.jtnews.jp/

図 4: レビューから推薦理由を生成する例

4. 取得したレビューから肯定文を抽出し，各レビュー

とタグの重要度ベクトルとの類似度を算出する．

5. 類似度の高いレビュー文を推薦理由として提示

する．

提案手法によってレビューから推薦理由を生成する

例を図 4に示す．図 4の場合，レビュアーAのレビュー

にはユーザが興味を持っている且つ映画の特徴を表す

重要タグが存在しない為推薦理由候補から除外する．ま

た，レビュアー Cのレビューも肯定的な文ではない為

除外する．これにより，レビュアー Bのレビュー文が

推薦理由として提示される．

5 まとめ

情報推薦の際に，内容に即した推薦理由の提示手法の

提案を行った．これにより，関連研究の課題点であった

より的確な推薦理由の生成が可能になると考えられる．

今後は，提案手法の実装を行い評価実験を実施する．
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